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空
き
家
と
は
「
建
築
物
ま
た
は

こ
れ
に
付
属
す
る
工
作
物
で
あ
っ

て
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る

も
の
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
お
お
む
ね
１
年
以
上

誰
も
住
ん
で
お
ら
ず
、
使
用
さ
れ

て
い
な
い
状
態
の
建
物
を
空
き
家

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
な
ど
、

周
囲
に
著
し
く
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
町
が
認
定
し
た
空
き
家
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

認
定
の
基
準

●
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

●
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
状
態

●
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
こ

と
に
で
著
し
く
景
観
を
損
な
っ

て
い
る
状
態

●
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
よ
り
特
定
空
家
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
等

に
対
し
、
適
正
な
管
理
を
促
す
通

知
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
改
善
が

さ
れ
な
い
場
合
、
特
定
空
家
と
す

る
か
判
断
さ
れ
、
基
準
に
該
当
し

て
い
れ
ば
認
定
さ
れ
ま
す
。

特
定
空
家
の
所
有
者
等
に
対

し
、
不
適
切
な
状
態
を
解
消
す
る

よ
う
町
が
「
助
言
・
指
導
」
を
行

い
ま
す
。
例
え
ば
、「
壁
や
窓
の

一
部
が
腐
食
・
破
損
、
落
下
の
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
対
処
し
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
助
言
・
指
導
」
を
行
っ
て
も

改
善
さ
れ
な
い
場
合
、
町
は
「
勧

告
」
を
し
ま
す
。「
勧
告
」
を
受

け
る
空
き
家
は
、
近
隣
住
民
に
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

高
い
危
険
な
状
態
で
す
。
な
お
、

「
勧
告
」
を
受
け
る
と
、
税
負
担

の
軽
減
措
置（
※
住
宅
用
地
特
例
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

「
勧
告
」
を
行
っ
て
も
所
有
者

が
対
処
し
な
い
場
合
、
町
は
改
善

期
限
の
あ
る「
命
令
」を
し
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
建
物
の
倒
壊
な
ど

で
人
命
に
関
わ
る
危
険
が
あ
り
、

一
刻
も
早
い
迅
速
な
対
応
が
必
要

な
状
況
で
す
。

「
命
令
」
を
受
け
た
空
き
家
に

改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
町
が

所
有
者
に
代
わ
り
適
正
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
（
行
政

代
執
行
）。
例
え
ば
、
樹
木
の
伐

採
や
塀
の
撤
去
、建
物
解
体
で
す
。

「
行
政
代
執
行
」
に
係
る
費
用
は
、

町
が
所
有
者
に
請
求
し
ま
す
。

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
特
定
空
家
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
空
き
家
の
こ
と
を
管
理
不

全
空
家
と
言
い
ま
す
。
特
定
空
家

と
同
様
に
、「
助
言・指
導
」、「
勧

告
」
が
あ
り
、「
勧
告
」
を
受
け

る
と
、
税
負
担
の
軽
減
措
置
（
※

住
宅
用
地
特
例
）
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

特集 空き家の今と未来を考える②

空
き
家
の
定
義

特
定
空
家
と
は

特
定
空
家
の
認
定
と
は

管
理
不
全
空
家
と
は

～特定空家の認定から行政代執行までの流れ～

特
集 空き家の今と未来を考える②

　平成２７年５月、空き家問題に対処するために「空家等対策
の推進に関する特別措置法」が全面施行されました。また、令
和５年１２月には、同法の一部を改正する法律が施行されてい
ます。今回はその中の「特定空家」、「管理不全空家」について、
また、義務化となった相続登記についてです。

管
理
不
全
空
家
と
は

特
定
空
家
に
認
定
さ
れ
る
と

ど
う
な
る
？

特定空家認定勧告命令行政代執行 助言・指導

土地に対する固定資産税が課税される年の１月１
日（賦課期日）において、住宅やアパートなど、
人が居住するための家屋の敷地として利用されて
いる土地（住宅用地）は、税負担が軽減されます。

小規模住宅用地
（200㎡以下の部分）

一般住宅用地
（200㎡を越える部分）

固定資産税の課税標準 1/6 に減額 1/3に減額

※住宅用地特例とは

令和６年４月から「不動産の相続登記が義務化」されています！

Aさん
（３０代）

Bさん
（３０代）

Cさん
（４０代）

家を継ぐ子どもの気持ちを

一部ご紹介！！ 空き家の跡継ぎ世代の本音トーク

親は「死んだら好きにしろ」な
んて言ってくるけど、残された
側がそれでいいかというと…

とにかく家財が多くてどこ
から手をつけていいのか正
直わからない

いきなり子どもから「死んだら
どうするんだ？」なんて言えな
いよね

祖父母の家も空き家になってい
て、このままだと２世代分の空
き家を相続することに…

実は私も親や兄弟とあま
り仲が良くなくて…
実は私も親や兄弟とあま Bさん

親に登記を整理してとお
願いしているのになにも
進んでいない…

倒壊の危険性が高
いなど、特定空家
の基準を満たした
空き家を町が認定

不適切な状態を解
消するよう所有者
等に対し町が「助
言・指導」を行う

改善されない場
合 、「勧告」を行う

（税負担軽減措置
の対象外となる）

所有者が対処しな
い場合、改善期限
のある「命令」を
行う

町が所有者に代わ
り適正管理に向け
た取り組みを行う

（費用を所有者に請求）

※現在、解体済

※現在、解体済

登
記
は
、
住
ま
い
や
土
地
の
所

有
者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
に
も
重
要
な
仕
組
み
で
す
。

相
続
人
は
、
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、

相
続
登
記
を
す
る
こ
と
が
法
律
上

の
義
務
に
な
り
ま
す
。
登
記
は
法

務
局
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
相
続
登

記
を
し
な
い
場
合
、
10
万
円
以
下

の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
遺
産
分
割
の
話
合
い
で

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
も
、
別

途
、
遺
産
分
割
か
ら
３
年
以
内
に

登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
放
棄
を
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
相
続
人
に
な
っ

た
と
認
識
し
た
と
き
か
ら
３
か
月

以
内
に
家
庭
裁
判
所
で
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
続

放
棄
を
す
る
と
原
則
、
管
理
義
務

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
相

続
人
と
な
る
者
が
管
理
を
始
め
る

ま
で
は
、管
理
義
務
が
あ
り
ま
す
。

相
続
問
題
が
空
き
家
発
生
の
要

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家

族
で
話
し
合
う
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
大
切
な
財
産（
不
動
産
）

が
相
続
人
に
と
っ
て
「
負
動
産
」

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
早
め
の
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。




